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【
香
川
県
小
豆
郡

　
　
小
豆
島
町
役
場
】

　

南
島
原
市
で
も
少
子
化
が

進
む
中
、
本
委
員
会
と
し
て

も
、
少
子
化
対
策
に
先
駆
的

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
、

小
豆
島
町
を
訪
問
し
研
修
を

行
っ
た
。

　

小
豆
島
町
で
は
、
町
独
自

で
「
小
豆
島
町
す
く
す
く
子

育
ち
応
援
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か

に
育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
。

小
豆
島
町
す
く
す
く
子
育
ち

応
援
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
（
小
豆
島
の
宝
物
を
守
る
と

と
も
に
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
を
目
的
と
し
、
平
成
27
年

３
月
に
、
町
独
自
で
子
育
ち

の
計
画
を
策
定
）

プ
ラ
ン
は
５
カ
年
計
画

す
く
す
く
子
育
ち
応
援
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
践

⑴
小
豆
島
の
魅
力
ア
ッ
プ

　
・
園
外
保
育
に
よ
る
自
然
体

　

験

　
・
芸
術
体
験

⑵
男
女
共
同
参
画
の
実
現

　
・
父
母
祖
父
母
の
育
児
啓
発

　
・
地
場
産
業
の
強
化

⑶
地
域
に
よ
る
応
援

　
・
出
会
い
の
輪
を
創
出

　
・
多
世
代
交
流
を
促
進

　

子
ど
も
の
誕
生
に
感
謝
し
、

未
来
を
応
援
し
た
い
思
い
か

ら
、
へ
そ
の
尾
な
ど
大
切
な

品
を
収
納
で
き
る
木
箱
と
、

小
豆
島
の
魅
力
を
伝
え
る
カ

ー
ド
を
贈
呈
。（
贈
呈
者
数
77

人
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
、
地
域

や
世
代
を
問
わ
ず
全
て
の
人

が
集
え
る
場
所
づ
く
り
。

　

他
世
代
を
一
緒
に
集
め
る

の
が
課
題
。
利
用
者
９
１
１

人
（
平
成
28
年
度
と
比
較
し

１
２
６
人
増
）

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

地
域
の
人
が
読
み
聞
か
せ
や

伝
統
文
化
の
継
承
、
部
活
動

の
指
導
、
農
業
体
験
な
ど
を

提
供
。（
登
録
者
２
４
９
人
）

　

登
録
者
の
減
少
が
課
題

　　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵

本
を
渡
し
、
絵
本
を
介
し
て

親
子
の
愛
情
が
育
ま
れ
る
。

（
贈
呈
者
数
73
人
）

⑷
子
育
ち
の
環
境
づ
く
り

　
・
若
い
世
代
の
負
担
軽
減

　
・
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

⑸
働
き
や
す
い
職
場
・
や
り

　
が
い
の
あ
る
仕
事
の
創
出

　
・
産
業
支
援
事
業

　
・
起
業
家
の
移
住
・
定
住
を

　

促
進

　

29
年
度
移
住
者
数

Ｕ
タ
ー
ン　

１
０
０
名

Ｉ
タ
ー
ン　

１
９
２
名

（
香
川
県
下
で
１
位
）

　

説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
、

応
答
を
行
っ
た
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
５

つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
で
取
り
組

ん
で
い
か
な
い
と
、
最
終
的

な
目
標
で
あ
る
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
の
解
消
は
無
理
だ

ろ
う
。

　

そ
れ
を
プ
ラ
ス
に
持
っ
て

い
く
の
は
、
不
可
能
だ
と
思

っ
て
い
る
。
下
降
線
を
ど
れ

だ
け
緩
や
か
に
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
、
ど
う
い
う
施
策

で
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
５
つ
に
つ

い
て
は
、
直
接
、
子
育
ち
に

は
関
係
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
わ
れ
る
け
ど
も
、
一
つ

ひ
と
つ
、
や
っ
て
い
く
こ
と

が
最
終
的
に
は
子
育
ち
し
や

す
い
。
あ
る
い
は
子
ど
も
が

帰
っ
て
く
る
と
い
う
方
向
性

を
生
ん
で
い
く
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

　【
福
岡
県
大
牟
田
市

　
　
　
　
　
宮
原
抗
】

（
世
界
文
化
遺
産　
「
明
治
日

　

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の

　

構
成
資
産
）

　
・
三
池
炭
鉱

　
・「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

　

遺
産
」
は
、
平
成
27
年
７

　

月
に
世
界
遺
産
に
登
録
。

　

日
本
が
西
洋
以
外
で
初
め

て
、
短
期
間
の
う
ち
に
近
代

工
業
化
を
果
た
し
、
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
を
示

す
遺
産
群
で
あ
る
。

●
宮
原
抗

　

我
が
国
で
現
存
す
る
最
古

の
鋼
鉄
櫓
で
、
当
時
最
大
級

の
イ
ギ
リ
ス
製
デ
ビ
ー
ポ
ン

プ
を
備
え
、
湧
水
対
策
に
対

処
し
た
。
昭
和
６
年
の
閉
抗

ま
で
、
三
池
収
集
監
か
ら
囚

人
労
働
が
行
わ
れ
た
。

　

明
治
31
年
開
抗
当
時
年
間

27
万
ト
ン
の
出
炭
量
を
誇
り
、

大
正
期
に
は
51
万
ト
ン
を
超

え
、
三
池
炭
鉱
全
体
の
20
％

を
超
え
て
い
た
。

　

昭
和
初
期
の
恐
慌
、
不
況

下
に
お
い
て
、
四
山
抗
等
の

開
抗
に
よ
り
閉
抗
し
た
。

平
成
30
年
10
月
30
日
㈫
〜
11
月
１
日
㈭

小
豆
っ
こ
誕
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業

多
世
代
交
流
・
多
機
能
施

設
整
備
事
業

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
に
よ
る
地
域
・
世
代
交

流
事
業

課
題

多世代交流・多機能型施設「遊児老館」

小豆島町役場研修風景

宮原抗視察風景

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

（
28
年
度
か
ら
実
施
）


